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ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
基
本
を
習
う

参
加
者
＝
第
二
体
育
館 

 

石
田
寛
人
学
長
が
「
百
人
一

座
と
い
う
気
持
ち
で
、
ゆ
っ
く

り
創
作
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

川
口
順
啓
Ｊ
Ｒ
東
海
生
涯
学
習

財
団
顧
問
（
金
沢
市
出
身
）
ら

が
選
者
を
務
め
、
会
場
の
出
席

者
か
ら
季
語
な
ど
決
ま
り
ご
と

に
沿
っ
て
順
次
提
案
さ
れ
た
投

句
の
中
か
ら
優
秀
作
を
選
び
ま

し
た
。 

 

金
沢
学
院
大
学
公
開
講
座

「
座
の
文
芸
と
美
術
―
半
歌
仙

を
巻
く
―
」
は
二
月
十
九
日
、

金
沢
市
の
石
川
県
広
坂
庁
舎
で

開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
十
七
年

度
の
い
し
か
わ
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ

ジ
研
究
領
域
横
断
型
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
事
業
と
し
て
行
わ
れ
、
約

百
人
の
出
席
者
に
よ
る
投
句
で

半
歌
仙
（
十
八
句
）
の
連
句
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

 

 

大
学
公
開
講
座
「
座
の
文
芸
」 

空
中
感
覚
を
楽
し
む 

土
曜
大
学
第
10
回 

 

金
沢
学
院
大
学
基
礎
教
育
機

構
の
土
曜
大
学
第
十
回
「
空
中

感
覚
と
身
体
バ
ラ
ン
ス
の
養

成
」
は
二
月
十
八
日
、
第
二
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

親
子
連
れ
な
ど
十
五
人
が
二

分
の
一
捻
り
、
抱
え
跳
び
、
開

脚
跳
び
、
腰
落
ち
、
膝
落
ち
な

ど
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
基
本
的
な

跳
び
方
と
、
こ
れ
ら
を
組
み
合

わ
せ
た
跳
躍
に
挑
戦
し
て
、
空

中
感
覚
を
楽
し
み
な
が
ら
心
地

よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

 

半
歌
仙
の
連
句
楽
し
む 
 

大
学
公
開
講
座
で
「
座
の
文
芸
」 

肩の力抜いて頑張れ 
カナダ研修 学長が参加者激励 

 

 
トレーニング方法を学ぶ運動部 
の生徒＝東高校体育館 

金沢らしさ 君たちが守れ 
最
終
講
義
で
名
調
子
を
繰
り
広
げ
る
青

山
教
授
＝
３
号
館 

青
山
教
授 

最
終
講
義
も
名
調
子
で 

 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
の
青
山
克
彌
教

授
の
最
終
講
義
「
回
想
・
金
沢
漂
流
半
世

紀
」
は
二
月
十
五
日
、
３
号
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
教
室
を
埋
め
た
在
学
生
、
卒
業

生
ら
約
百
五
十
人
が
、
平
成
十
七
年
度
限

り
で
定
年
退
職
と
な
る
青
山
教
授
の
名
調

子
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

 

青
山
教
授
は
、
出
身
地
の
横
浜
を
離
れ

福
井
で
送
っ
た
疎
開
生
活
、
価
値
観
が
一

変
し
た
終
戦
の
衝
撃
、
金
沢
大
学
で
の
学

生
生
活
、
金
沢
人
の
排
他
的
気
質
な
ど
に

触
れ
た
上
で
、「
武
家
文
化
を
継
承
し
、
独

特
の
美
意
識
が
あ
る
金
沢
ら
し
い
部
分
を

君
た
ち
が
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

青
山
教
授
は
昭
和
三
十
四
年
に
金
沢
女

子
短
期
大
学
高
校
の
教
諭
に
着
任
以
来
、

四
十
七
年
間
に
わ
た
っ
て
、
本
学
園
の
高

校
、
短
大
、
大
学
で
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。 

華
道
部
が
作
品
展 

 

金
沢
学
院
大
学
・
金
沢
学
院

短
期
大
学
華
道
部
の
第
十
六
回

作
品
展
＝
写
真
左
＝
は
二
月
十

七
、
十
八
日
、
金
沢
市
の
金
沢

全
日
空
ホ
テ
ル
一
階
ロ
ビ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
梅
や
ユ
リ
な

ど
赤
、
白
、
紫
、
黄
な
ど
色
と

り
ど
り
の
季
節
の
花
々
が
瑞
々

し
く
生
け
込
ま
れ
、
ホ
テ
ル
の

利
用
客
ら
の
目
を
引
い
て
い
ま

し
た
。 

４
研
究
室
合
同
卒
論
発
表 

 

金
沢
学
院
大
学
経
営
情
報
学

部
の
南
、
阿
手
、
中
西
、
田
中

各
研
究
室
合
同
の
卒
論
発
表
会

=

写
真
左
＝
は
二
月
十
五
日
、

２
号
館
パ
ソ
コ
ン
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
、
四
字
熟
語
の
学
習

シ
ス
テ
ム
、
検
索
シ
ス
テ
ム
の 

開
発
と
作
成 

な
ど
、
九
つ 

の
テ
ー
マ
に 

つ
い
て
、
各 

十
五
分
ず
つ 

説
明
に
当
た 

り
、
聴
講
し 

た
学
生
か
ら 

の
質
問
に
答 

え
ま
し
た
。 

 

的
な
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
講
義
と
実
技
で
理

解
を
深
め
ま
し
た
。 

東
高
運
動
部
が
冬
季
研
修 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
第
三
回

運
動
部
冬
季
合
同
研
修
は
二
月

十
八
日
、
高
校
の
視
聴
覚
教
室

と
体
育
館
で
、
講
義
と
実
技
が

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
運

動
部
に
所
属
す
る
生
徒
ら
約
二

百
人
が
参
加
し
、
川
尻
博
男
金

沢
学
院
短
大
教
授
、
小
畑
直
之

大
学
職
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
シ

ー
ズ
ン
中
と
オ
フ
シ
―
ズ
ン
の

栄
養
摂
取
方
法
の
違
い
、
効
果 

 

第
五
回
カ
モ
ー
ソ
ン
州
立
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
春
季
英

語
研
修
に
参
加
す
る
金
沢
学
院

大
学
文
学
部
の
学
生
九
人
が
二

月
二
十
二
日
、
石
田
寛
人
学
長

に
出
発
の
挨
拶
に
訪
れ
＝
写
真

＝
、
石
田
学
長
が
「
肩
の
力
を

抜
い
て
元
気
で
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
一

行
は
二
十
五
日
に
出
発
し
、
三

月
十
四
日
ま
で
、
各
種
体
験
を

通
じ
て
語
学
力
を
高
め
ま
す
。 

卒
業
生
ら
多
数
聴
講 


